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ャードソンの著書『自由の光：カティプーナンに関する史料と研究、1892～1897年』（The Light of Lib-




はフィリピンで『英雄の捏造：没後創られたアンドレス・ボニファシオ像』（Inventing a Hero The Post-





























され、計 75点の史料考証がおこなわれている。すなわち、第 1章「結社草創期の史料」（2点）、第 2
章「1892～1895年」（10点）、第 3章「秘密結入会手続きに関する史料」（7点）、第 4章「1896年 1月




































集に収録された 7篇と 2010～11年に執筆された未刊行論文 1篇と合わせて、合計 8篇の論文やエッセ
イが収録されている。したがって、本論文集から『英雄の捏造』以後のメイの学術研究の軌跡をたどる
ことができる。














の難民が流入した地域では 1897年 4月までに食糧不足が顕著となったが、1897年 5月末にカビテ州で
の戦闘が終息し、多くの難民は故郷に帰還した。しかし、長引く内戦状態のなかでカビテ州の社会経済
状況のみならず衛生状態が悪化し、カビテ州の北部と南部に位置する 6つの町では 1897年 6～8月に赤
痢、麻疹、天然痘などによる死亡者が増加した。1897年末になると治安の回復とともに死亡者数も一
時期減少したが、1898年 5月からアメリカ軍の介入により、カビテ州は再度、内戦状態に陥ることに











































ィリピンにおける謀略のアリーナと假乱：セブにおける 1898年 4月蜂起の事例』（Arenas of Conspiracy 
and Rebellion in the Late Nineteenth-Century Philippines : The Case of the April 1898 Uprising in Cebu）
3 　一般に、フィリピン人の死者は 20万人程度と推計されているが、当時の人口 700万人の 1割にも及んだという推計
すらある、という（Gates 1984 : 367）。
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　その特徴のひとつは、巻末に付された付録「セブの 1898年假乱者たちの略歴」で、これは 1898年 4





















周辺 6町の人口も合計 4900人ほどになり、そのうちの約 35パーセントが町の中心部に居住するように
なっていた（Ibid. : Chapter 1）。
　1898年 4月の蜂起とは、同年初頭にセブ市の住民およそ 50人がスペイン政庁への假乱計画を立て、












みていることにある。このため、本書では、1897年 12月から 1898年 8月までを、セブ蜂起の第 1段
階として、この間に蜂起に関わった人々のリストを作成し、さまざまな要件を吟味しながら最終的にセ
ブ市とその周辺 6町の住民 234人に絞って、その略歴（教育歴、職歴、エスニシティ、親族・友人関係）
が検討されている（Ibid. : Chapter 3）。
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ることを意図したが、実際には同地域の外からやってきた行政官を利するものであった（Ibid. : Chapter 
5）4。
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